
皿についた油や食べのこしはふき取ってからあらうなど、川の水をよ
ごさないくふうをしましょう。
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川にゴミをすてない

いちどよごれた川の水を、魚が住めるような水にするために
必要な水の量（300　の風呂の浴そう何ばい分）

川は、生き物にとって住み家となっ
たりエサをとる生活の場となります。

いろいろな種類の生き物が川に集まり生活の場
所になるよう、また川の水をきれいにするヨシと
いう植物を植えたりすることで、きれいな川をい
つまでもたもちつづけられるように、国土交通省
では川岸を自然の状態にもどす取り組みを行っ
ています。
川が自然のきれいな状態になることで、川の水も
きれいな状態をたもつことができます。

自然を生かした川づくり
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●先生方へ●　シオマネキは有機汚染が進んでいるところには生息しないとされていることから、紀の川の水質が良いこと
のあらわれと言えるのではないでしょうか。現在まとまった個体群が維持されているのは、徳島県吉野川河
口、有明海沿岸、宮崎県本城河口ぐらいとされています。

●先生方へ●　天然林／植林によらず、自然に生育した森林です。
　　　　　　　原生林／昔から現在まで、一度も人手が加えられたことのない、自然のままの森林です。原始林とも言います。
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紀の川が始まる源流で「水源地の森」と
呼んでいます。この森は約500年前から
自然に成長し、できた天然林です。水源
地の森は、広葉樹におおわれた、水をた
くさんたくわえた天然のダムの役割をし
ています。紀の川に「いつまでも　きれ
いな水」が流れてくるには水源地の森が
これからも必要です。

和歌山市は「水源地の森」の近くで、紀の
川の水源を保全するために、水源地の森に
なるように、管理しています。

水源地の森
すい  げん　ち

和歌山市民の森
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場所：奈良県吉野郡川上村
管理：森と水の源流館
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緑のダムとよばれる水源林は根っこがあみの目のよう
に大地に広がりのびているので、まるでスポンジのよう
に水をたくわえることができます。もし、山に木がなけ
れば、ふった雨は地表を流れてしまい、水をたくわえる
量も少なくなり、川の水はにごってしまうのです。

水源林
̶すいげんりん̶

紀の川に住む
シオマネキ
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